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町
で
は
、
令
和
３
年
度
で
計
画
期
間
満
了
と
な
っ
た
「
鏡
石
町
第
５
次

総
合
計
画
」
に
替
わ
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
10
年
間
の
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
「
鏡
石
町
第
６
次
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大

震
災
や
令
和
元
年
東
日
本
台
風
等
の
災
害
か
ら
の
復
興
と
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
へ
対
応
し
て
い
く
た
め
、
新
し
い
生
活
様
式

の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
現
状
か
ら
の
「
進
化
」
を
視
野

に
入
れ
、
地
方
創
生
や
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
社
会
情
勢
（
少
子
高
齢

化
、
働
き
方
改
革
、
社
会
保
障
、
T
P
P
等
）
の
変
化
、
住
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
、
S
o
c
i
e
t
y
５
．
０
や
S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
昨
今
の
急
激
な
変
化
に
的
確
に
対
応
す
べ
く
、
自
主
・
自
立
し
た
自

治
体
と
し
て
、
町
民
主
体
の
行
政
運
営
の
中
で
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
第
６
次
総
合
計
画
で
は
、「
未
来
へ
つ
な

ぐ　

ず
っ
と
安
心　

み
ん
な
元
気
に
〝
進ス
ス
ム〟
か
が
み
い
し
」
を
町
の
将
来

像
と
し
、
い
つ
で
も
・
い
つ
ま
で
も
、
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
次

世
代
に
つ
な
が
る
、
さ
ら
な
る
町
の
飛
躍
、
発
展
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆計画の構成と期間 第６次総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」で構成します。

基本構想
　策定から 10年間を展望して本町が目指すべき将来像と、それぞれを
実現するために必要な施策の方向性を示します。
（計画期間：2022（令和４）年度～ 2031（令和 13）年度）

基本計画
　基本構想を踏まえ、かつ「第２期鏡石町まち・ひと・しごと創生
総合戦略」を統合して、まちづくりの目標実現のために取り組むべ
き施策を示します。（計画期間：2022年度～2026（令和８）年度）

実施計画
　基本計画に示した施策を実現・実践するため、具体的な施策
内容と事業を定めます。

基本構想

基本計画

実施計画
（計画書とは別冊構成）

◆ 基 本 構 想 本計画が定める 10年間のまちづくりのあり方を示します。

基本理念

安
健
進

……　やすらぎ、住みよい、えがおあふれる　牧場の朝のまち

……　健やかに、元気あふれ、みんなでささえあう　牧場の朝のまち

……　未来へと、ともに創る “しんか（進化／深化）”しつづける　牧場の朝のまち

（かがみいし）

（かがみいし）

（かがみいし）

将 来 像

未来へつなぐ　ずっと安心　みんな元気に未来へつなぐ　ずっと安心　みんな元気に “ 進
ススム

” かがみいしかがみいし

将来像の想い：いつでも・いつまでも、安心に暮らすことができ、次世代につながる、さらなる町の飛躍、発展を目指していく。

新
た
な
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針「 鏡 石 町 第 ６ 次　 総 合 計 画 」を 策 定

前期基本計画


